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学
食
で
は
た
く
ま
し
さ
が
横
溢

学
生
時
代
か
ら
い
ま
も
、
人
に
不
思
議

が
ら
れ
な
が
ら
も
大
学
食
堂
で
ば
か
り
食

事
し
て
き
た
。
北
海
道
の
学
食
で
、
季
節

の
血
を
山
盛
り
に
片
っ
端
か
ら
試
し
て
い

る
う
ち
に
、

8
同
太
っ
た
。

日
本
だ
け
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
大
、
グ
ル
ノ

i
ブ
ル
大
、
リ
ー
ル
大
、

高
等
師
範
学
校
、
理
工
科
大
学
校
、
ヴ
イ

シ
l
高
専
、
ィ
、
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
経

済
学
部
・
東
洋
学
部
・
ク
イ
ー
ン
メ
リ
！

カ
レ
ッ
ジ
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
ト
リ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
、
ド
イ
ツ
の
ど

l
レ
フ
ェ
ル

ト
大
、
韓
国
の
延
世
大
：
：
：
、
ま
ず
学
食

に
足
を
運
ん
で
み
た
。
見
ょ
う
見
ま
ね
で

皿
を
取
っ
て
、
席
に
座
り
口
を
動
か
し
て

み
る
。
食
べ
物
が
混
ざ
り
合
っ
た
温
か
い

匂
い
が
立
ち
上
る
中
、
一
つ
ひ
と
つ
の
会

話
が
重
な
り
あ
い
ホ
！
ル
全
体
が
ウ
ヮ

1

ン
と
し
た
反
響
で
満
た
さ
れ
る
。
場
に
根

ざ
し
た
学
生
生
活
の
鼓
動
が
五
感
で
感
じ

ら
れ
て
く
る
。

外
国
ア
ク
セ
ン
ト
同
士
で
の
会
話
は
、

学
食
以
外
で
は
な
か
な
か
耳
に
し
な
い
。

中
国
や
韓
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
多
様
な
留

学
生
た
ち
が
、
助
詞
や
語
尾
を
省
略
し
た

片
言
の
日
本
語
文
法
で
も
、
完
壁
に
理
解

し
あ
い
、
時
折
「
ウ
ア
ツ
ハ
ツ
ハ
！
」
と

笑
い
転
げ
た
り
し
て
い
る
の
を
耳
に
す
る

と
、
こ
ち
ら
も
頬
が
緩
ん
で
く
る
。
言
語

や
文
化
の
違
い
を
超
え
て
通
じ
あ
う
人
類

共
通
の
、
表
現
力
の
し
な
や
か
さ
と
主
体

性
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
る
の
だ
。
自
分

の
経
験
と
も
重
な
り
合
う
、
と
や
や
感
傷

的
に
も
な
る
。

お
歳
で
奨
学
金
を
得
て
、
偶
然
か
ら
パ

リ
に
留
学
し
た
。
唐
突
な
無
謀
と
も
言
わ

れ
る
決
断
だ
っ
た
。
研
究
対
象
を
イ
ギ
リ

ス
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
変
え
た
た
め
、
パ
リ

行
き
の
飛
行
機
の
機
内
で
も
、
あ
ら
か
じ

め
「
ジ
ュ
・
ド
ラ
ン
ジ
ュ
、
ジ
ュ
・
ド
ラ

ン
ジ
ユ
」
と
ブ
ツ
ブ
ツ
唱
ま
ず
に
は
、
飲

み
物
も
頼
め
な
か
っ
た
。

大
江
健
三
郎
は
「
リ

1
プ
（
跳
躍
）
」

と
呼
ぶ
よ
う
だ
が
、
人
生
の
大
切
な
こ
と

は
ロ
ジ
ッ
ク
で
な
く
、
案
外
パ
ッ
シ
ョ
ン

で
決
ま
る
こ
と
が
あ
る
。
海
を
飛
び
越
え

て
し
ま
っ
た
以
上
後
は
な
い
。
係
累
も
な

い
場
所
で
自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
る
し

か
な
か
っ
た
。

「
ピ
ジ
ン
語
」

の
可
能
性

子
供
以
下
の
言
葉
し
か
で
き
な
い
自
分

と
決
別
す
る
べ
く
、
春
か
ら
秋
が
来
る
ま

で
フ
ラ
ン
ス
語
以
外
の
言
語
を
一
切
話
さ

な
い
と
決
め
た
。
同
国
人
と
会
っ
て
も

「
サ
リ
ュ

i
」
と
挨
拶
し
フ
ラ
ン
ス
語
で

通
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
日
本
語
の
輸
に

は
誘
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
代
わ
り
に
増
え

た
の
が
、
韓
国
人
や
メ
キ
シ
コ
人
ら
の
級

友
だ
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
流
暢
な
一
一
言
葉
は
話
せ
な
い

が
、
い
い
加
減
な
フ
ラ
ン
ス
語
な
り
に
、

毎
日
連
れ
立
っ
て
食
事
し
た
り
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
芝
生
で
誕
生
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い

た
り
し
た
。
実
に
良
く
遊
び
、
良
く
議
論

し
、
笑
い
泣
き
怒
っ
た
。
我
々
「
怪
し
い

外
国
人
」
の
お
か
し
な
共
通
仏
語
こ
そ
、

社
会
言
語
学
が
論
争
の
的
と
し
て
き
た

「
ピ
ジ
ン
諾
」
の
一
種
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

後
に
帝
国
H
植
民
地
の
社
会
史
研
究
の
中

で
学
ん
だ
。

「
ピ
ジ
ン
語
」
と
は
、
別
々
の
言
語
を
話

す
話
し
手
が
、
外
国
語
を
体
系
的
に
習
得

せ
ぬ
ま
ま
、
そ
の
場
を
切
り
抜
け
る
た
め

に
繰
り
だ
し
た
言
語
の
こ
と
で
あ
る
。
異

な
る
言
語
を
話
す
ア
フ
リ
カ
諸
部
族
が
、

打

1
回
世
紀
に
西
欧
植
民
者
に
よ
っ
て
カ

リ
ブ
・
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
島
の
大
規
模
農
園

に
連
れ
て
こ
ら
れ
て
一
緒
に
さ
れ
た
と

き
、
西
欧
語
を
再
構
造
化
し
て
意
思
疎
通

し
た
1
1
1宗
主
国
の
視
点
で
は
「
歪
め
て

誤
用
し
た
」
｜
｜
仲
立
ち
語
が
典
型
と
さ

れ
る
。我
々
留
学
生
は
書
き
言
葉
を
基
盤
に

「
正
統
」
な
西
欧
語
体
系
に
順
応
し
て
い

く
た
め
、
（
発
音
の
癖
な
ど
は
残
っ
て
も
）

ピ
ジ
ン
的
な
そ
の
場
し
の
ぎ
の
用
語
法
は

初
級
段
階
で
の
「
過
ち
」
と
し
て
消
え
て
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い
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
打

1
同
世
紀

の
カ
リ
ブ
海
諸
島
で
の
ピ
ジ
ン
語
は
、
0

フ

ラ
ン
テ

1
シ
ヨ
ン
の
黒
人
奴
隷
た
ち
が
子

供
を
作
り
新
参
者
を
迎
え
て
世
代
を
継
承

す
る
う
ち
に
、
体
系
的
な
別
言
語
と
し
て

再
構
成
さ
れ
、
母
語
と
し
て
の
ク
レ
オ
ー

ル
語
を
作
り
だ
す
こ
と
が
あ
っ
た
。

支
配
者
の
優
勢
な
一
言
語
文
化
を
追
随
し

て
い
た
被
支
配
者
が
、
そ
の
言
語
を
自
分

た
ち
な
り
に
「
誤
用
」
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
逆
に
、
新
た
に
も
う
一
つ
の
対
等
な
言

語
文
化
を
作
り
だ
す
。
こ
の
文
化
の
ク
レ

オ
ー
ル
化
現
象
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の

文
化
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
（
混
合
）
化
の
行

方
を
考
え
る
上
で
、
い
よ
い
よ
重
要
に
な

っ
て
い
る
。

欧
州
統
合
協
議
が
本
格
化
し
た
初
年

代
、
『
英
仏
ゴ
チ
ヤ
マ
ゼ
語
で
ト

i
ク
し

よ
う
（
TW門
－
∞
℃
同
片
付
円
早
田
口
明
宮
仲
間
）
』
と
い
う

語
学
教
材
仕
立
て
の
パ
ロ
デ
ィ
本
が
、
権

威
あ
る
ペ
ン
ギ
ン
ブ
ッ
ク
ス
か
ら
出
て
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

現
在
の
英
国
人
は
、
外
国
語
習
得
率
が

欧
州
連
合
内
で
も
段
ト
ツ
で
劣
る
（
他
の

ワ
ー
ス
ト
3
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
と
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
）
o

英
米
人
は
、
か
つ
て
は
植

民
地
に
ど
ジ
ン
語
｜
｜
！
い
ま
は
世
界
中
に

共
通
語
ー
ー
を
押
し
付
け
る
位
置
に
安
住

し
続
け
、
相
手
側
の
一
言
語
で
必
死
に
切
り

抜
け
る
経
験
が
な
か
っ
た
と
い
う
一
方
通

行
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
と
危
機
感
の

核
心
が
あ
る
。

。
ヒ
ジ
ン
の
ク
レ
オ
l
ル
化
を
、
言
語
だ

け
の
問
題
で
な
く
文
化
一
般
に
適
応
す
る

議
論
が
あ
る
が
、
仮
に
そ
れ
を
採
用
す
る

な
ら
ば
、
食
文
化
の
「
ク
レ
オ

1
ル
化
」

は
と
く
に
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
あ
る
。

ラ
ー
メ
ン
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
と

「
夕
鶴
』

現
代
日
本
の
大
衆
食
堂
で
、
ラ
ー
メ
ン

や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
人
気
は
根
強
い
。
日

本
人
の
食
生
活
に
す
っ
か
り
な
じ
み
、
家

庭
で
も
レ
シ
ピ
な
ど
見
ず
に
誰
も
が
調
理

で
き
、
匂
い
を
思
い
出
す
だ
け
で
口
中
に

味
の
記
憶
が
よ
み
が
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
中
国
と
英
国
（
お
よ
び
イ
ン
ド
）

が
起
源
で
あ
る
が
、
両
者
は
国
境
を
超
え

る
た
び
に
4
段
階
に
わ
た
る
変
身
進
化
を

遂
げ
、
最
後
に
は
独
自
の
「
ク
レ
オ
l
ル」

的
料
理
と
し
て
元
々
の
本
国
側
に
逆
輸
入

さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ラ
ー
メ
ン
は
、
第
1
段
階
の
中
華
麺
が
、

第
2
段
階
で
日
本
の
シ
コ
シ
コ
麺
の
ラ
ー

メ
ン
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
3
段
階
で
イ

ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
が
発
明
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
第
4
段
階
で
は
東
南
・
東

ア
ジ
ア
に
逆
流
し
、
華
僑
圏
を
軸
に
世
界

を
席
巻
し
た
。
と
く
に
韓
国
で
は
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
む
し
ろ
生
麺
よ
り

好
む
人
す
ら
い
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
激
辛

麺
の
開
発
は
多
様
か
つ
洗
練
性
が
高
い
。

ま
た
、
イ
ン
ド
人
の
寮
仲
間
た
ち
に
「
日

本
料
理
を
作
っ
た
か
ら
」
と
夕
食
会
に
誘

わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
蓋
を
あ

け
る
と
そ
れ
は
、
鍋
い
っ
ぱ
い
杯
に
日
清

『
出
前
一
丁
』
の
み
を
グ
ズ
グ
ズ
に
茄
で

あ
げ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
そ
の
鍋

を
囲
ん
で
頭
を
揃
え
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
汁
に

直
接
指
を
突
っ
込
み
麺
を
摘
ま
み
あ
げ
な

が
ら
、
日
本
製
の
晩
餐
を
イ
ン
ド
的
に
楽

し
ん
だ
の
だ
っ
た
。

他
方
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
、
第
l
段
階

で
イ
ン
ド
の
香
辛
料
料
理
だ
っ
た
も
の

が
、
第
2
段
階
で
西
洋
料
理
の
シ
チ
ュ
ー

料
理
に
化
け
、
第
3
段
階
で
日
本
の
井
モ

ノ
大
衆
食
と
し
て
定
着
し
た
。
さ
ら
に
、

パ
リ
の
知
識
人
が
集
っ
た
モ
ン
パ
ル
ナ
ス

の
「
ラ
・
ク

i
ポ
l
ル
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
」

は
、
藤
田
画
伯
が
日
本
風
の
レ
シ
ピ
を
教

え
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
在
仏
日
本
人
の

郷
愁
の
的
だ
っ
た
。
こ
れ
も
第
4
段
階
で

の
西
欧
へ
の
逆
輸
入
と
い
え
よ
う
。

我
々
の
子
供
時
代
の
河
・
年
代
に
は
、
当

時
の
子
供
た
ち
の

2
大
好
物
を
組
み
合
わ

せ
た
「
ハ
ン
バ
ー
グ
・
カ
レ

l
」
が
売
り

出
さ
れ
、
大
々
的
な
テ
レ
ピ
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
が
毎
日
流
れ
た
。
食
堂
料
理
と
し
て
ク

レ
オ
l
ル
化
し
た
「
カ
ッ
カ
レ

l
」
に
比

べ
、
こ
れ
は
大
衆
料
理
の
定
番
に
組
み
込

ま
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
ピ
ジ

ン
的
な
そ
の
場
し
の
ぎ
の
部
分
的
な
現
象

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

団
伊
久
磨
の
日
本
語
オ
ペ
ラ
の
名
作

『
夕
鶴
』
の
魅
力
も
ク
レ
オ

i
ル
性
に
あ

る
。
ぼ
く
は
パ
リ
で
オ
ペ
ラ
座
に
出
会
い
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
オ
ペ
ラ
日
記
を
連
載

す
る
ほ
ど
惚
れ
こ
ん
だ
が
、
木
下
順
二
の

戯
曲
『
夕
鶴
』
の
歌
詞
に
童
話
な
ど
も
織

り
込
ん
だ
日
本
語
オ
ペ
ラ
を
再
発
見
し
た

と
き
は
、
「
こ
ん
な
こ
と
が
可
能
な
の

か
！
」
と
感
無
量
で
何
度
も
聴
き
返
し
た
。

オ
ペ
ラ
は
、
音
楽
・
詩
歌
・
演
劇
・
美

術
・
舞
踏
・
社
交
と
西
欧
文
化
の
粋
が
凝

縮
さ
れ
た
結
晶
体
で
あ
る
が
、
団
は
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
家
と
し
て
そ
れ
ら
を
芯
ま
で

吸
収
し
た
上
で
、
日
本
オ
ペ
ラ
を
作
り
出

し
た
。
欧
州
の
場
で
呼
吸
し
、
西
欧
の
土

俵
で
仕
事
す
る
在
欧
東
洋
人
と
し
て
、
希

望
と
叱
陀
を
垣
間
見
る
よ
う
な
思
い
が
し

た。「
ク
レ
オ

l
ル
と
し
て
の
文
化
と
社
会
」

は
、
人
間
の
感
性
が
無
限
に
柔
軟
で
あ
り
、

日
々
の
生
活
こ
そ
が
創
造
の
契
機
で
あ
り

う
る
可
能
性
を
夢
見
さ
せ
て
く
れ
る
。
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